
令和３年度島根県道路メンテナンス会議

日時：令和４年３月１７日（木）

１３：３０～１５：３０

場所：ＷＥＢ会議

議 事 次 第

１． 開 会

２． 挨 拶

３． 議 題

P. 1(１)社会資本整備審議会の開催状況・・・・・・・・・・・・・・・・

(２)Ｒ３の取組状況とＲ４の取組予定

１)自治体支援の取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.173

P.174２)今後の広報活動について・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３)橋梁管理実務者講習会（修繕) ・・・・・・・・・・・・・・・ P.186

４)ＶＲを活用した橋梁点検・診断講習・・・・・・・・・・・・・ P.187

(３)その他

１)非破壊検査技術の活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.190

２)点検支援技術等の活用状況・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.194

３)建設技術フォーラム開催結果・・・・・・・・・・・・・・・・ P.199

P.200

P.202

４)道路メンテナンスセンター（他地整）の取組・・・・・・・・・

５)初めてのインフラメンテナンス講座・・・・・・・・・・・・・

６)牛若～第二章～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.203

４． 連絡調整

５． 閉 会
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Ｒ３の取組状況とＲ４の取組予定（研修、講習会等）

■R3年度の実績

日時 開催場所 主催 参加人数

橋梁点検実務研修 R3.5.27 島根県庁 島根県
15名
（県8名、市町村7名）

公共土木施設長寿命化研修 R3.6.22～23 島根県庁 島根県
44名
（県35名、市町村9名）

橋梁補修技術セミナー R3.7.30 WEB開催
島根県道路メンテナンス会議
事務局

約40名

橋梁直営点検定期講習会 R3.9～10 各県土整備事務所 島根県建設技術センター
61名
（県43名、市町村18名）

点検支援技術活用講習会
（ドローン等）

島根県道路メンテナンス会議
事務局

橋梁管理実務者講習会 R3.11～R4.5 WEB講習会
中国道路メンテナンスセン
ター

■R４年度の計画

日時 開催場所 主催 参加人数

橋梁点検実務研修 R４.6.6～7 島根県庁 島根県

公共土木施設長寿命化研修 R４.5.18～20 島根県庁 島根県

アドバイサー制度 随時 島根県

橋梁直営点検定期講習会 R４.9～10 各県土整備事務所 島根県建設技術センター

橋梁管理実務者講習会 R４.１１～R5.5 WEB講習会
中国道路メンテナンスセン
ター

開催なし
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今後の広報活動について 

 
 
○事務局からの提案 
 
 ・インフラメンテナンスにおける施策や事業の円滑な実施には、道路利用者、

地域住民の理解と協力が不可欠。 
・インフラメンテナンスの必要性や重要性など地域住民の理解を得るためには、

積極的かつ効果的な広報活動が有効な手段の一つと考えます。 
 
 
＜先進事例＞ 
 ・全国には積極的に広報活動を実施している自治体あり 
  例）新潟市（別添資料参照） 
 
 ・各自治体がインフラメンテナンスに関する広報活動を早期かつ継続的に実施

するには、首長の理解、人員、予算等が必要であり、同様の取組を実施する

ことは困難な自治体も存在するものと思料。 
 
 ・そこで、自治体毎（個別）でなく連携して取組めば経費節減や効果的な広報

が期待でき合理的。 
→道路メンテナンス会議を活用 

 
 
＜道路メンテナンス会議としての取組案＞ 
 ・実施内容は各機関からアイデアを出し合い、出来るものから実施 
  例）市報、ＳＮＳ等各種情報発信 

パネル展（公共施設、道の駅、イベント等） 
出前講座 
ワークショップ 

 
・共通の内容、コンテンツの作成は、道路メンテナンス会議で行い共有するこ

とで効率化を図る。 
 
・各機関は、既存の広報ツール（市報、ホームページ、ＳＮＳ等）を活用して

情報を発信する。また、必要に応じて実施スペースの確保、参加者の募集等

を行う。 
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出典︓新潟市ホームページ
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出典︓新潟市ホームページ
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出典︓新潟市ホームページ
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出典︓新潟市ホームページ
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出典︓新潟市ホームページ
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出典︓新潟市ホームページ
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メンテナンス
会議

申込
者数

団体名

鳥取県 79 3 / 19
鳥取県、鳥取市、湯梨浜町、
江府町、建設技術センター

島根県 20 5 / 19
出雲市、江津市、益田市、
美郷町、邑南町、NEXCO

岡山県 43 5 / 27
岡山県、倉敷市、津山市、
総社市、吉備中央町、美咲町

広島県 59 6 / 23

広島市、尾道市、三原市、
三次市、呉市、福山市
広島県道路公社、土木協会、
NEXCO、本四高速

山口県 30 4 / 19
山口県、宇部市、下松市、
光市、長門市、
建設技術センター

合計 231 23 / 107

申込
自治体数

橋梁管理実務者講習会（WEB講座）のご案内 中国道路メンテナンスセンター

・橋梁修繕に関する講習会「橋梁管理実務者講習会」をWEB(オンデマンド)で開催中
・開催期間を５⽉末までとしていますので、異動等に伴い新たに担当される⽅もご活⽤ください。
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■自治体向け 「ＶＲ橋梁点検講習会」 受講者募集 ! ! 中国道路メンテナンスセンター

クオリティの高い３ＤＣＧ、リアルなＶＲを体験してみませんか？

 対象︓地⽅⾃治体職員（県･市町村）
 ⽇時︓令和４年５⽉〜８⽉頃
 時間︓概ね２時間半程度
 場所︓各県県庁会議室（調整中）
※感染対策のため、各回１０名以下を基本

※⾃治体向け「ＶＲ橋梁点検講習会」をより充実した内容にする為、
事前に直轄事務所若⼿職員を対象とした「技術⼒向上キャラバン」
を開催、カリキュラム改善に取り組んだ。【次ページ参照】

橋梁点検の技術力向上を

目指す自治体職員

 令和４年度から自治体職員向け「ＶＲ橋梁点検講習会」を開催します。

 地方自治体が主に管理する小規模橋梁 （ＲＣ床板橋、Ｈ形鋼橋） をモデルとしたカリキュラム。

 従来に比べ移動時間がなく、短時間で２橋種の多様な損傷を効率的に学習できる。

 最新のＶＲ機器を使い、初心者にも分かりやすく安全に学べる。

ＶＲを活用する目的 実施概要（予定）
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『直轄職員を対象とした技術力向上キャラバン 』

○直轄職員の技術力向上のため、若手職員等を対象に『技術力向上キャラバン』を開催

○参加者の意見を参考に改良を行い、地方自治体へ展開予定

開催概要

 安全に橋梁点検を体験できて良かった
 ＶＲツールの出来は想像以上だった
 診断所⾒の書き⽅が分かって良かった
 損傷の進⾏を再現できるとよい
 VRの操作は慣れが必要と思われる

参加者の
感想・意⾒

～ＶＲ橋梁点検講習会～

※感染防⽌対策から１０名以下

場所 日時 参加人数

広島会場① 三次河川国道事務所 令和３年７月２９日（木） ９名

山口会場 山口河川国道事務所 令和３年１０月１３日（水） １０名

広島会場② 広島国道事務所 令和３年１０月１４日（木） ６名

山陰会場 倉吉河川国道事務所 令和３年１０月２５日（月） ６名

岡山会場 岡山国道事務所 令和３年１０月２６日（火） ６名

広島会場①

⼭⼝会場広島会場②

⼭陰会場 岡⼭会場ＶＲ映像

マスコミ報道

８⽉30⽇（⾦）

中国新聞（25⾯）

８⽉29⽇（⽊）

広島テレビ

(テレビ派)

中国道路メンテナンスセンター

ＶＲ実習の様⼦
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２回／年
研修期間：５⽇間
全国統⼀カリキュラム

橋梁管理実務者Ⅰ研修

中国道路メンテナンスセンター【参考】 研修・講習会の充実・強化

難易度

所要時間

ゼロ
バージョン

点検講習会
（ＶＲ）

橋梁管理
実務者Ⅰ研修

・受講者のレベル・ニーズに応じた研修及び講習会を開催（橋梁点検・診断）
・オンデマンド⽅式による講習会を開催（令和２年度橋梁修繕に関する講習会）

点検講習会（ＶＲ）

ゼロバージョン（初⼼者向け橋梁点検講習）

随時開催：当⾯、各県毎に開催（県庁会議室）＊調整中
研修期間：２時間半程度
※内容は参加者に合わせ対応可能

随時開催（講義動画による⾃主学習可）
研修期間：半⽇程度
点検初⼼者を対象

オンデマンド⽅式による講習会（WEB講座)
コロナ禍で講習会への参加機会減
テレワーク時間の活⽤、リモート環境の普及
⇒オンデマンド⽅式による講習会の需要あり
Ｒ3.11〜Ｒ4.5

令和４年度〜【新規】

※オンデマンド⽅式
（WEB講座）

やってみよう橋梁点検（WEB講座)

※やってみよう橋梁点検（WEB講座）

随時開催（講義動画による⾃主学習可）
研修期間：半⽇程度
点検初⼼者を対象
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点検支援技術(ＵＡＶ＋ＡＩ)による橋梁点検

点検支援技術

ドローン・AIを活用した橋梁点検・調書作成
支援技術［技術番号：BR010026-V0021］
（株式会社インフラストラクチャーズ）
（東北大学大学院工学研究科インフラ・マ

ネジメント研究センター）

・撮影した画像を所定の範囲ごとにオルソ
化してパノラマ合成を行う。

・撮影画像単体又はパノラマ化した合成画
像を、ＡＩひびわれ自動検出システムにて、
ひびわれを検出する。

点検結果

点検結果（ＡＩによるひびわれ検出）

○ 地上からのリモート点検のため、安全性が高い。
○ 交通規制が不要なため、社会的損失が解消される。
○ 点検人員3名（点検員1名、ＵＡＶ操者1名、補助者1名）で点検

が可能であり、省人化が図れる。[技術者不足の解消]
○ ＡＩ画像処理によるひびわれ損傷の自動検出により、点検員

の判断を支援することで見落し防止が図れる。[点検品質向上]
⇒まだ全てをＵＡＶ点検できるとまではいかないが、健全性の高

い橋梁や部位等に適用することで、点検効率化が図れる。

× 打音診断が困難なため、コンクリートのうき等の内部的な損傷
は検出できない。

× 鋼橋溶接部の亀裂やボルトの緩み等の極小規模の損傷は検出が
困難である。

× 桁端部の狭隘な場所等はＵＡＶの進入ができないため、点検は
困難である。

・ＵＡＶからの映像は現
場でリモートモニター
で近接目視と同レベル
で確認可能。

・連続写真を取得し、オ
ルソ化画像とすること
で、全体像を残すこと
が可能である。

・写真は高画質なため、
拡大しても明瞭にひ
びわれが確認できる。

点検支援技術の特徴

点検支援技術による効果

ＡＩ画像処理グリッド撮影 ラップ率を考慮しない格子状
撮影（グリッド撮影）を行う
ことで撮影写真枚数を減じる
ことも可能。
オルソ化画像やグリッド画像
(格子状撮影画像)をＡＩ画像
処理することでひびわれの自
動検出を行う。検出したひび
われは幅/長さをリスト化する
ことも可能。

写真拡大

オルソ化画像

○ 従来点検で橋梁点検車やロープアクセス等、高所作業を伴い、且つ労力を要する方法で
点検を行っていた橋梁に対して、無人航空機（ＵＡＶ）によって点検を実施。

○ 安全性が高く、短時間且つ少ない労力で近接目視と同等の点検が可能なため、橋梁点検
の効率化が期待できる。

○ ＵＡＶにより撮影した画像を用いて、ＡＩ画像処理を行い、自動的にひびわれ損傷を検
出することで、点検員の判断を支援し、損傷の見落し防止や損傷図作成の品質向上及び
省力化が図れる。

橋梁点検車

ＵＡＶ

無人航空機(ＵＡＶ)

無人航空機（ＵＡＶ）

点検状況
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点検支援技術（水中３Ｄスキャナー）による水中部調査

点検支援技術

水中3Dスキャナーによる水中構造物の形状
把握システム
［技術番号： BR030024-V0121]
（いであ株式会社）

点検支援技術の特徴

・音響機器により、高精度・高密度な点群
データを計測し、水中形状を３Ｄ点群デ
ータとして取得する。

・音波によって計測するため、目視不可な
濁水中でも精度よく計測が可能である。

・水深によって、水底静置型と作業船艤装
型で使い分けることも可能である。

調査結果（全体把握）

調査検結果（損傷部調査）

点検支援技術による効果

○ 通常点検では目視困難だった水中部の変状を明確に把握する
ことができる。

○ 超音波による技術のため、水質に左右されずに、計測データ
を取得することができる。

○ 点群データを取得するため、机上でも精度よく変状の範囲等
を計測することが可能であり、補修設計の資料としても十分
活用できる。

⇒護岸や橋脚等の洗堀が疑われる構造物の詳細調査に有効

× 音波発信部を水面下まで沈める必要があるため、水深がある
程度深くないと、調査が困難となる。

× 水流が流速2m/sec超となると調査が困難となる。

損傷部断面図

崩壊

水中は濁っており、
目視不可

○ 国道9号 同道橋の橋台前面護岸に崩壊が確認され、洗堀が疑われる。
○ 水深が1.4～1.6m程度且つ濁っているため、水中カメラ等を使用しても目視が

困難。⇒変状の深さや範囲等の状況把握ができない。

・１箇所につき、半径１５mの範囲の
点群を取得することができるため、
短時間で広範囲の調査が可能。

・地上部レーザースキャナーと組み
合わせることにより、橋梁全体像
をモデル化することが可能。

国道9号 同道橋

護岸崩壊

水深1.4～1.6m

≪水中３Ｄスキャナーによる水中部調査≫
○ 調査結果より、護岸崩壊部の下部が崩れ、空洞が生じていることが確認できた。
○ 点群データを取得することができ、深さや範囲を机上で正確に計測することが

可能であるため、水中部の点検精度の向上が期待できる。

白色部：地上レーザースキャナ
着色部：水中３Ｄスキャナ

水中３Ｄスキャナー
(水底静置型)

水中３Ｄスキャナー

調査状況

調査結果より、護岸崩壊部の基礎部が崩
れ、空洞が生じていることが確認できた
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○ 小規模橋梁（溝橋やボックスカルバート）は、単純な構造であり、また比較的健全性も
高いため、点検支援技術の実用性が高い。

○ 梯子やリフト車を使用して点検を行っていた施設について、点検ロボットカメラによる
点検を適用することにより、安全性向上及び点検の効率化が期待できる。

○ 点検ロボットカメラを活用することにより、短時間で構造物全体の全容を記録すること
も可能であり、維持管理性の向上も期待できる。

点検支援技術（点検ロボットカメラ）による小規模橋梁の点検

点検支援技術

橋梁等構造物の点検ロボットカメラ
［技術番号：BR010019-V0221］
（株式会社日立産業制御ソリューションズ）
（三井住友建設株式会社）

・ポールユニット（最大10.5mの高さ）を用いて視準可能な高さ
にカメラを据付け、映像記録採取を行うことで、離れた場所
で点検することが可能。

・カメラの向きや倍率をタブレット端末から無線通信により遠
隔操作を行い、撮影することが可能。

・操作端末に表示した点検画像に対し、擬似的なクラックス
ケール、Ｌ型スケールを表示することができ、損傷の大きさ
を定量的に計測可能。

損傷図作成への活用

○ 地上からのリモート点検のため、安全性が高い。
○ 点検人員3名（点検員1名、カメラ操者1名、補助者1名）で点検

が可能であり、省人化が図れる。[技術者不足の解消]
○ 短時間で構造物全体の状態を記録することが可能である。
⇒健全性が高く、単純な構造物の点検に対して実用性が高く、

点検の効率化及び維持管理性の向上が図れる。

× 打音診断が困難なため、コンクリートのうき等の内部的な損傷
は検出できない。

× 損傷が多い場合や写真枚数が多くなる場合等は、損傷の検出に
時間がかかる。

× 点検ロボットカメラのリース費用等がかかるため、従来点検よ
りも点検費用がかかる場合がある。（短時間で点検できるため、
リース期間中に多くの施設に活用すれば、安価となる）

点検支援技術の特徴

点検支援技術による効果

リフト車 点検ロボットカメラ

・点検支援技術によって取得された連続写真をパノラマ合成し、
そのまま損傷図として活用することで内業の効率化が図れる。

・ＣＡＤ化した損傷図と違い、構造物全容が記録として残るため、
損傷の経過等が把握しやすくなり、維持管理性が向上する。

パノラマ合成写真
による損傷図作成例

点検結果

・点検ロボットカメラの映像はリア
ルタイムで操作タブレット端末に
表示される。

・高性能カメラ（光学３０倍）により
近接目視と同等以上の精度でひびわ
れ損傷を視認可能。

・タブレット端末上に疑似的なスケ
ールを表示し、ひびわれ幅や延長
を計測することも可能。

点検ロボットカメラ

タブレット端末

ロボットカメラ

疑似クラックスケール 疑似Ｌ型スケール
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点検支援技術(走行型計測)によるトンネル点検

点検支援技術

走行型高速3Dトンネル点検システム
MIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ）/MIMM（ﾐｰﾑ)
［技術番号：TN010006-V0221］

・計測車両の走行により、
画像データと形状データを取得

・画像データから展開画像を作成するため、
変状位置を正確に把握することが可能。

・3D点群データより、変形モード解析を行い
外力作用の評価が可能。

点検結果（画像データの取得）

点検結果（点群データの取得）

○ 点検前に計測を行った場合は、スパン割や変状位置を
事前に把握することが可能となり、現地作業が効率化となる。

○ 点検前計測の場合、取得した画像データより画像判読を行い
近接目視範囲を限定することが可能。(現地作業 省力化)

○ スケッチ作業の代替が可能。（現場作業の効率化）
○ 点検時のチョーキングを漏れなく高精度に記録可能。
○ ３Ｄ点群データを取得することで

将来被災時に被災直後の計測による差分評価が可能となり
被災実態が迅速・正確に把握できる。

△ 車両走行では打音検査が不可能なため
コンクリートの<うき>等の内部的な損傷は検出不可。

△ 路面、面壁、非常駐車帯妻部、照明背面 等 画像データが
取得できない範囲があり、その範囲は従来の近接目視が必要。

• 展開画像を既往の変状展
開図に重ね合わせ、今回
点検の変状展開図を作成。
（内業の作業効率向上）

• 画像データは0.2mm以上
のひび割れが検出可能。

• 従来技術と比較し、
チョーキングの見落とし
等ヒューマンエラー防止
に寄与。

点検支援技術の特徴

点検支援技術による効果

• 取得した点群データから変
形モード解析が可能。

• 次回計測との差分管理を行
うことで、定量的な変状原
因の判断が可能。

• 点群データから既設内空断
面の確認も容易となる。

○ 従来の点検では、近接目視・打音検査をした後、野帳（紙ベース）に変状をスケッチ
○ 計測車両を点検後に走行させ、チョーキング後の展開画像を取得。

従来のスケッチ作業からCAD転記作業 を代替・省力化
○ 走行型計測により、外業の省力化、規制費・資機材のコスト縮減、

高精度な変状展開図 など、 品質向上及び作業の効率化･省力化が図れる。
〇 同時に３Ｄ点群データを取得することで、必要に応じて変形モード凹凸解析が可能。

将来、被災時の差分管理が容易となるなど従来技術と比較し多くの付加価値を有する。

従来技術（ｽｹｯﾁ）

ＵＡＶ

点検支援技術

走行型計測車両(MIMM-R)

計測状況

展開画像から<ひび割れ>トレース

変形モード解析（イメージ）
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ＡＩによる舗装損傷箇所の自動検知の試行

○ 専用デバイスにより撮影した画像から、ＡＩが自動的に舗装損傷箇所を検出するシステムを試行導入。

○ 松江国道事務所管内の出張所（頓原維持・松江維持・出雲維持）にて、令和３年７月から１２月末まで試行を実施。

○ 従来の車上からの目視よりも精度良く検出できることができ、かつ検出された損傷状態から簡易的に路線の健全度
評価を行うことが可能であるため、維持管理の効率化を期待。

専用デバイス（ドラレコ）

撮影した画像は、
リアルタイムで
Web上のダッ
シュボードに表
示される。
期間、損傷の種
類（ひび割れな
ど）、対応状況
（経過観察、補
修予定、補修済
み）を指定し、
確認したいデー
タのみ表示する
ことが可能。

試行導入システム

My City Report for road managers
（(株)アーバンエックステクノロジーズ）

システムの特徴

① 撮影用端末（専用デバイスor撮影アプリを
インストールしたスマートフォン）で撮影
した画像から損傷を自動検出。

② 損傷画像をサーバーへ自動転送。
③ 自動転送された画像は、リアルタイムで

Web上で確認可能。
④ 日々蓄積されるデータをAIが学習し、更な

る精度向上。

検出結果（リアルタイム表示）

検出結果（路線評価）

検出された損傷箇所を可視化する機能。
「１走行あたりの検出された損傷件数」を
「走行回数」で除したものを、DRM区間
毎に評価している。（評価は４段階に区
分）

損傷検出の事例

○道路巡回時に目視で確認できなかったポットホール等の異常を発見するこ
とができた。

○舗装状態が悪い箇所をある程度把握することが可能であり、巡回等の参考
にすることができる。

→ 舗装損傷の見落としや見誤りなどのヒューマンエラーの削減には有効。
「道路巡回の代替」とまではいかないが、補助としては有効。

×クラック補修を実施した箇所も損傷箇所として検出されてしまう傾向あり。
×降雨時に誤認識が増加する傾向がある。フロントガラスの水滴にも反応す

ることがあり。
×降雪時は降雨時よりも誤認識の件数が多かった。
×走行時の全ての事象を計測するため、市道等の管理区間外の路線の損傷も

検出、画像が蓄積される。

試行結果
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建設技術フォーラム2021 in ちゅうごく

○R3年11月18日・19日に『建設技術フォーラム2021inちゅうごく』がオンラインで開催

○インフラメンテナンスの重要性について基調講演とパネルディスカッションを実施

○フォーラム公式サイト、中国地方整備局YouTubeチャンネルで視聴可能

コーディネーター・パネリスト紹介及び主な意⾒基調講演・パネルディスカッション

コーディネーター【⼤学】

パネリスト【地⽅⾃治体】

パネリスト【⺠間】 パネリスト【国⼟交通省】

パネリスト【⺠間団体】

パネリスト【地⽅⾃治体】11⽉18⽇に、中国地⽅整備局災害対策室より⽣配信

※公式サイトはR4年３⽉３１⽇まで

新技術採⽤にあたり，その妥当
性や根拠整理に多⼤な労⼒を
要している状況。
市⺠サービスへの影響を勘案し，
地元の合意が得られる集約化・
撤去⽅法の提案をどのようにして
いくかが課題

市⺠(団体)の⽴場でインフラメン
テナンスで困っていることは何か︖
知られていない がためにインフラメ
ンテナンスそのものがニーズになって
いないことが本質的な問題。先ずは、
インフラとそのメンテナンスの重要性
を知ってもらうことが必要

近年の傾向として、点検において
新技術の導⼊が加速
３次元データ等を活⽤した新技
術の開発や導⼊促進、これらを活
⽤する⼈材育成に取り組んでいる。

基調講演 パネルディスカッション

フォーラム公式サイト

全国の修繕措置の進捗状況を
鑑みると、これまでの予算⽔準では、
予防保全への移⾏に約20年かか
る。今後も新技術の活⽤促進によ
り、費⽤削減や作業環境等の改善
を図る必要がある。点検⽀援技術
性能カタログ（案）も活⽤頂きたい。

地⽅⾃治体が管理するインフラ
⻑寿命化は、
「⽇々の⽣活の中でインフラを⾃分
のものと思い，きれいに掃除し⼤切
に使うこと」が重要。

パネルディスカッションに先⽴ち、
基調講演にてご講演。
インフラメンテナンスに必要なのは、
『ヒト』新たな思考ができるリーダー
『モノ』ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、新技術
『カネ』⻑期の財政シュミュレーション

中国道路メンテナンスセンター

中国地⽅整備局YouTube

https://www.ctfc2021.com/lecture/

https://www.youtube.com/channel/
UCyAgz_mvpdEa-5Om69nOZog
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道路メンテナンスセンター（他地整）の取組 中国道路メンテナンスセンター

・国⼟交通省では、関東、中部、近畿、中国の４地⽅整備局に道路メンテナンスセンターを設置し、
道路メンテナンスに関する課題、地⽅⾃治体への⽀援等に取り組んでいます。

・地域にかかわらず役に⽴つ情報を発信していますのでご活⽤ください。※詳細は各ＭＣのＨＰ参照

https://www.ktr.mlit.go.jp/rd_mainte/

中国MC
SNS ⇒

☆中国ＭＣからもリツイートしています

○Twitterでコラム等を発信
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道路メンテナンスセンター（他地整）の取組 中国道路メンテナンスセンター

https://www.cbr.mlit.go.jp/chubumc/

○メールマガジンで最新情報を発信
https://www.kkr.mlit.go.jp/rd_mainte/

○ホームページに新技術活⽤事例を掲載

メールマガジン登録ページ
https://www.cbr.mlit.go.jp/chubumc/transmission/merumaga/index.html
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牛若～第二章～ 中国道路メンテナンスセンター

・橋梁保全に関わる企業や⼤学で構成するウシワカ製作委員会が制作した番組
・第⼆章が令和４年２⽉から放送予定
・第⼀章は令和３年４〜６⽉にＣＢＣテレビで放送（ＨＰで視聴可能）

ウシワカ製作委員会ＨＰ
https://ushiwaka-japan.com/
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